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補足 18-1 

18   原子炉冷却材浄化系吸込弁の閉止操作について 

 

「2.6 ＬＯＣＡ時注水機能喪失」において破断を想定している再循

環配管（出口ノズル）は，原子炉冷却材浄化系を介して原子炉圧力容

器の底部ドレン配管と接続している。このため，ＬＯＣＡの発生を確認

した場合※は，原子炉冷却材浄化系吸込弁（F102）を閉止し，可能な限

り系統間の隔離状態を確保する手順としている。再循環配管と底部ドレ

ン配管の配置図を第 1 図に示す。 

※：ドライウェル圧力高（13.7kPa[gage]）信号により確認 

 

 
第 1 図 再循環配管と底部ドレン配管の模式図 
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